












要約:従来の現状分析アプローチによる母子保健計画の策定に代わって,目的設定アプロー

チによる母子保健計画の策定のプロセスを紹介した。

ステップ 1:あるべき姿を描く　ステップ 2:あるべき姿を実現するための条件を検討する

ステップ 3:あるべき姿を実現するための条件と現状とのギャップを把握する(実態調査)

ステップ 4:目標を設定する　ステップ 5:目標達成のために必要な事業の検討と役割の確

認する

以上のすべてのステップに住民や住民組織が参画し,保健部局のみならず,行政のすべての

部局が関わることが,「すべての子供が健やかに成長することのできる地域社会」の実現

に不可欠である。


